
蒲郡市国保   特定健診
後期高齢者健診
蒲郡市国保   特定健診
後期高齢者健診 がん検診がん検診＋

受診には受診券が必要です。
　お手元にない方はこちらから ▶

年に一度は

健康診断

今すぐ予約！

無料
1項目につき

500円

特定健診について、その他の健康保険の方は、各保険者へお問い合わせください。

今年の健診 
忘れていませんか？

特定健診
後期高齢者健診

保険年金課
0533-66-1221

がん検診
その他の健診

健康推進課
0533-67-1151蒲郡市役所



歯周病

検診

歯周病

検診

受けよう！

ヤング
エイジ
健診

ヤング
エイジ
健診

受けよう！ 健診を受ける機会がない
18 ～ 39 歳のみなさま

毎年、身体のチェックはしていますか？

５００円
ヤングエイジ健診
自己負担金

受診するには受診券が必要です。
　　　　受診券はコチラから⇒

自分は『元気！』『健康！』と

証明してみませんか？
自分は『元気！』『健康！』と

確認してみませんか？

５００円
なんと！

元気！ 健康！

最近、歯医者さんに
　いってないなぁ…
　　という方、まずは検診です！

↑↑↑
受診票裏面の問診票を
記入して、市内の
歯科医院へ GO!

↓↓↓

受診票がお手元にない方は
　　　再発行が必要です。⇒

20～ 70歳までの方

無料 で受診できます！

20～ 70歳までの方

無料 で受診できます！

➡

オーラルフレイル
歯科検診
が受診できます！

75歳の方は無料で75歳の方は無料で
オーラルフレイル
歯科検診
が受診できます！

歯周病検診＋
口腔機能検査（

（

今年度から、封書での

ご案内に変わりました。

（５歳刻み年齢）

（※白い受診票）

（※黄色い受診票）



蒲郡市公共施設
マネジメントニュース

第９号　令和８年７月２４日発行

蒲郡市総務部資産マネジメント課
電話 : 0533-66-1214
FAX : 0533-66-1183
MAIL : k-mane@city.gamagori.lg.jp

▶｠蒲郡市公共施設白書を改訂しました

▶｠蒲郡北地区の学校複合施設の整備について

▶｠西浦地区学校複合施設・塩津地区学校複合施設

▶｠大塚保育園建替事業・中高生のための第３の居場所

▶｠がまごおり「みらいキャンバス」プロジェクト

Topic

２倍以上の経費をか
けないと、今ある施
設はそのまま維持で
きません。

公共施設白書は、蒲郡市の公共施設について、
利用状況などの現状や課題などを整理した資料
です。５年に１回改訂しており、令和７年度にデー
タを更新しました。

□蒲郡市の人口は昭和60年以降緩やかに減少しており、今
後さらに人口減少が加速することが見込まれています。ま
た年齢構成も大きく変化し、人口減少と同時に少子高齢化
が進んでいきます。

□蒲郡市の人口１人あたりの公共施設面積（3.66
㎡ / 人）は愛知県内 38 市のうち８番目に大きく、 
県内の市の平均（3.53㎡ /人）を上回っています。

□公共施設の老朽化が進んでおり、今後建物の建替えや維
持・修繕の費用が今まで以上に必要となります。
□今ある公共施設をそのままの規模で維持した場合、維持・
更新にかかる費用は将来 50 年間では総額約 2,432 億円
と試算されます。

□築40年以上の建物は全体の約７割を占めてお
り、今後老朽化による大規模修繕や建替えによ
り多くのコストがかかることが想定されます。

□主な建物の老朽化診断の結果、床面積にして
およそ３割の建物がレベル３以上（全体的に老
朽化した状態）となっています。

蒲郡市公共施設白書を
改訂しました

詳しくはこちら

蒲郡市では人口減少、社会構造やニーズの変化、施設や財政の状況などを踏まえ、
　　　　　　　　公共施設のこれからを考える「公共施設マネジメント」の取組を進めています。

１年平均
約 48.6 億円

１年平均
約 20億円

3.66 ㎡ / 人 3.53 ㎡ / 人

蒲郡市 愛知県平均

将来将来現在現在

将来の蒲郡市の人口は？ 施設の老朽化

大きな維持更新費用がかかります他の市と比べてみると

人口の推計と見込（国立社会保障・人口問題研究所による推計）

国勢調査速報値（R8.5 公表）
74,931 人→推定値実績値←



基本計画書を策定しました

　蒲郡北地区では、西部地区及び北部地区の小学校・公民館・保育園・児童クラブの機能を集合させ、市立の特別支
援学校を併設する施設の整備計画を進めています。
　『教育環境を向上させ、「子育て」と「交流」の拠点をつくる』という蒲郡北地区個別計画のコンセプトを実現する
ために、施設の整備方法や管理運営方法などを定める基本計画書を令和８年４月に策定し公表しました。

ワークショップを全４回開催し、集合する
各施設がどのような活動を行い、どのよう
な交流ができるか意見を伺いました。

公民館関係者、特別支援学校関係
者、児童・保育園保護者、中部中
学校生徒、北西部小学校児童、地
域住民、公募で集まった方々に参
加いただきました。

　いただいた意見を「一体
感」、「共有化」、「メリハリ」、
「利便性・防災」というキー
ワードに整理し、新たな交流
の創出や相乗効果、適切な
ゾーニング（エリア分け）を
生み出すよう「空間構成の方
針」を整理しました。

施設の配置が決定しました

空間構成の方針

　配置ゾーニング４案を作成し、「空間構成の方針」の視点などから比較評価を行い、施設関係者とワークショップ
参加者の意見を参考に４案から下記の B案が最も望ましい案だと判断しました。
　交流空間や施設の共有、動線、建替えの工程やスケジュールについてさらなる検討を重ね、より良い施設整備を
進めていきます。

※保育園は別敷地に建設す
るため、学校や公民館、児
童クラブとは異なるスケ
ジュールになることも想定
されます。

基本計画書を
詳しくご覧に
なりたい方は
こちらから

基本設計・実施設計

建設工事

施設供用開始

既存校舎解体
グラウンド整備工事

令和 9～ 10年度

令和 11～ 13年度

令和 14年度

令和 14～ 15年度

施設整備スケジュール (予定 )

一体感
利便性
・防災

相乗効果

メリハリ
適切な
ゾーニング

共有化

交流の創出

※現蒲郡北部小学校・北部保育園・北部公民館敷地

どんな施設にしたい？どんな施設にしたい？

　共有エントランス（ピロティ）
に各施設の入り口を集合させ、
室や空間の共有化を図り、日常
の自然な交流を促します。また、
中庭を設け施設内の各所から目
の行き届く活動空間を確保する
案です。

蒲郡北地区の学校複合施設の整備について



　各施設の機能集合に合わせて、市立
の特別支援学校を併設します。
　蒲郡市では、こどもたちが障がいの
ある子もない子もお互いの違いを理解
し、お互いを受け入れ合い、「共生社会」
を実現していく存在として成長してい
くことを願っています。

特別支援学校を設置します新たな保育園を
民営化します

特別支援学校基本方針

インクルーシブ教育の推進

　知的障がいを対象とし
た市立特別支援学校を設
置することで、特別支援
学校のニーズの増加に対
応するとともに、児童生
徒の通学と保護者の送迎
の負担軽減を目指します。

　市立特別支援学校が併設されることで、障がいのある子
と障がいのない子が日常生活を通じて交流でき、かつ、個
別最適な学びが可能な「インクルーシブ教育」の実践を目
指します。

安心安全な保育環境の確保と
特色ある保育の実施へ
　蒲郡市ではこどもたちにとって安心安全な保
育環境を継続的に確保していくとともに、保護
者の選択の機会を確保するため、公立保育園の
民営化を検討しています。

　このうち、公立保育園が複数ある中部中学校
区では、北部・西部保育園を統合した新たな保
育園（以下、（仮称）新北部保育園という）ま
たは中部保育園のいずれを民営化するかを検討
した結果、（仮称）新北部保育園を民営化する
こととしました。

新校名に込められた思い・願い

　今後の保育需要の変化に柔軟に対応する
ことで、子育て環境の充実を図ります。
　また、小学校や特別支援学校との交流を
実施し、就学への移行がスムーズに行える
ような環境づくりを行います。

保育園基本方針保育園基本方針

・「たちばな（橘）」は柑橘の総称であり、長寿の象徴。
・みかん栽培に深い地域。たちばな（橘）には繁栄
　という意味もある。
・こどもたちが立派な「たちばな」の花を咲かせ、
　実りある豊かな人生を歩んでほしい。　

交流を深める児童たち
　来年のスムーズな統合
に向け、北部小・西部小
の児童たちは統合前から
授業や行事などで積極的
に交流を深めています。

　就学前から就労までの
一貫した支援体制を構築
し、すべてのこどもたち
がよりよく生きることの
できるウェルビーイング
の実現を目指します。

たちばな小学校が開校します

　令和９年４月に蒲郡北部小学校と蒲郡西部小学校が統合し、「たちばな小学校」になります。各施設が集合する新
施設が完成するまで、現在の蒲郡北部小学校で教育活動を行います。　
　統合後の蒲郡西部小学校の跡地は、民間での利活用を進める方針です。



　小学校・中学校・公民館・児童クラブの機能を集合した西浦地
区学校複合施設が完成しました。現在は９月の施設供用開始に向
けた準備を進めています。機能を集めてつながりを持たせ、「教育」
と「交流」の拠点となる施設になります。

　塩津地区では、小学校・保育園・公民館・児童クラブの機能を
現在の塩津小学校と塩津公民館の敷地に集合させて、「子育て」と
「交流」の拠点を形成するために複合施設の建設工事を実施してい
ます。

　塩津小学校のシンボルツリーであるクスノキは
保護されながら工事が進められ、その
周りには地域との交流や屋外イベント
など多様な活動ができるエリアが整備
されます。

塩津地区の学校複合施設の建設工事を進めています

西浦地区の
学校複合施設が完成しました

記念イベントが開催されます
８月１日（土）に記念イベントが
予定されています。
西浦小中学校卒業生、地域住民の方向
けに旧校舎や新校舎の内覧会が行われ
ます。

施設供用開始

旧小学校等解体工事

グラウンド整備工事

令和 8年 9月

令和 8～ 9年度

令和 9～ 10年度

西浦地区事業スケジュール (予定 )

本体工事

施設供用開始

旧小学校等解体工事

グラウンド整備工事

～令和 9年 2月

令和 9年 4月

令和 9～ 10年度

令和 10年度

塩津地区事業スケジュール (予定 )

塩津地区完成イメージ
塩津地区工事の様子
（令和８年６月撮影）

体育館
学校図書館及び
市立図書館分室交流広場



中高生のための居場所が開設予定

　みや児童館１階のデイサービスセンター跡地を活用して、中学生・高校生が放課後や休みの日に気軽に立ち寄り、安心
して自由に過ごせる「第３の居場所」の開設が予定されています。市は民間事業者が行う開設や運営の費用に対して支援
を行い、これを推進していきます。

利用したくなる施設づくり
　第３の居場所では大学生のユースワーカー※がスタッ
フとして見守り、平日の放課後２日間と土日のうち１日
の週３日の開設を想定しています。
　開設前には利用者となる中高生の意見を聞くワーク
ショップ等が開催され、空間設計やルール作りを一緒に
行うことで利用したくなる施設づくりを進めていきます。

第３の居場所第３の居場所

「第３の居場所」は、友だちと過ごしたり、一人でゆっ
くり過ごしたり、宿題やテスト勉強をしたり、ゲーム
をしたりと気軽に自由に過ごすことのできる場所です。

詳細は
こちらから

中高生の
自由なたまり場
FREBA
Instagram

大塚地区保育園の
統合・建替えを進めています

子育て環境の充実へ
　大塚地区の保育園（大塚保育園、大塚西保育園）は２園とも築50年以上が経過し老朽化していることに加え、低年齢児
保育に対応する設備を備えていませんでした。老朽化対応や未実施である低年齢児保育（０・１歳児）を早期に実施する
ため、大塚保育園と大塚西保育園の統合・建替えを進めています。
　　新保育園は大塚保育園の場所に建設されるため、大塚保育園は今年度から休園となり解体工事が進められています。
大塚保育園に通っていた園児は現在大塚西保育園に通っており、新保育園が完成された後に引っ越しをします。

大塚保育園の園舎の解体に伴い令和８年４月に
園舎さよならの会が開かれ、園児たちが歌を披露しました。
また、会の終了後には、園児や卒園児、保護者らが大塚保育園
への感謝のメッセージなどを園舎の壁や床につづりました。

現場の声や地域の声が
反映された設計
　基本設計は子育て世代に近い年代の建築
家が選任され、こどもたちの未来につなが
る保育園を創造し、地域住民にも愛される
施設を目指して設計されました。
　この基本設計をもとに今年度から建設工
事が始まります。

※イメージ画像は基本設計時のもので、実際建築されるものと
異なる場合があります。

旧保育園解体工事

新保育園建設工事

新保育園供用開始

～令和８年８月

令和８年９月～

令和９年度中

今後のスケジュール (予定 )

園舎さよならの会が開かれました園舎さよならの会が開かれました

若者の居場所づくりな
どの幅広い活動を通し、
若者の成長の支援を行
う専門家のことです。

※ユースワーカーとは



みらいキャンバス
管理運営計画の詳細は

こちらから↓

みらいキャンバスの
インスタグラムは
こちらから↓

がまごおり「みらいキャンバス」プロジェクトを進めています！

管理運営計画を策定しました
　蒲郡市では、蒲郡駅周辺エリアにおいて図書館や市民会館などの施設を複合化し、市民の居場所・活動
拠点となる場をつくるプロジェクトを進めています。こどもからシニア世代まで、みんなの居場所となり、
様々な活動ができる施設を目指し、令和８年６月に管理運営計画を策定しました。

みらいキャンバスに移転する公共施設
図書館、市民会館、中央子育て支援センターは
全ての機能を移転します。
生命の海科学館から生涯学習事務機能を、博物
館からギャラリー機能を移転します。

気軽に立ち寄れる「みらキャンベース ( 仮称 )」を運営中
　開館前から市民の皆さまが活動を始めることのできる拠点として「みらキャンベース（仮
称）」を運営しています。ここで生まれる活動やアイデアは、今後のみらいキャンバスの
事業や施設づくりに活かしてまいります。自由に“あつまり、すごして、つくって、よんで、
かんがえて、はじめる”ための場ですので、お気軽にお立ち寄りください。日々の活動や
イベント開催情報は、下記のインスタグラムからご覧いただけます。

みらいキャンバス９つの場
市民ワークショップで得られた市民の皆さんの様々な「やりたい
こと」を踏まえ、本施設に必要な機能を「部屋」ではなく「場」
として設定しました。開かれた場や閉じることのできる場、にぎ
やかな場、静かな場など、利用される方の目的や活動内容に応じ
た様々な場を設けることで、みんなの居場所・活動の場を創ります。

（令和６年度）

市民が気軽に集い、ふれあい、
にぎわうことを、市民一人ひ
とりが自ら生み出し、共に創
ることを「共創」と捉え、基
本理念としました。

（令和７年度）

施設と運営が一体となって取
り組むべき方向性について、
「融合」と「成長」を大きなテー
マとしながら、基本方針を定
めました。

（令和８年度）

構想や計画に基づき、事業・
サービス、各機能の運用ルー
ルなどの管理運営面について、
具体的な方策を定めました。

令和８年度
▼

事業者
募集・
選定

建設
期間

市民共創

開館
(予定 )

令和９年度
▼

令和 10 年度
▼

令和 11 年度
▼

令和 13 年度末
▼
令和 13 年度末
▼

▲今ここ！

今後の事業スケジュール（イメージ）

発
注
準
備

設
計
期
間

基本計画基本計画 管理運営計画管理運営計画基本構想基本構想



指定ごみ袋が一部店舗にて一時的に品薄と
なっていたため、期間限定で指定ごみ袋以外の袋
を使用可能としておりましたが、安定的な供給が

確保できていると判断したことから、

当初の通り７月３１日（金）をもって
臨時措置を終了いたします。

収集時やクリーンセンターでの事故防止のため、ルールの順守にご協力ください。

蒲郡市指定ごみ袋の不足に伴う
臨時措置終了について

【問い合わせ】蒲郡市環境清掃課 TEL：0533-57-4100

～市民の皆さまへお願い～
一時的に特定の容量や枚数の在庫が不足してしまうことがあるようですが、

蒲郡市指定ごみ袋は製造自体も通常通りできており安定供給の目処が立って
おります。
過度な購入はお控えいただくようお願いいたします。

また、指定ごみ袋の容量は大小複数の大きさがあるため、特定の容量が購入
できない場合は、他の容量の袋を活用いただくようご協力お願いいたします。

８月１日（土）以降に蒲郡市指定ごみ袋以外のごみ袋を燃やすごみステー
ションに出されたごみは収集されません。

蒲郡市指定ごみ袋以外のごみ袋（透明・半透明の袋）は以下の用途としても
ご使用いただけます。
・衣類（古着）を資源ステーションへ出すとき
・燃やすごみなどをクリーンセンターに直接持ち込むとき

プラスチックごみ、ペットボトル、古紙、古着などは資源物です。
燃やすごみとして捨てないようお願いいたします。ごみの減量や袋の節約にも
つながりますのでより一層のご協力をお願いいたします。

回覧











地域学校協働活動だより

～中部中＆北部小＆西部小＆中央小～

１学期、各学校で地域と連携した様々な活動が行われました。

中央小

中部中

チームちゅうぶちゅう

今年度は、地域の方々に加え保護者さんのサポーターが増え、ますます協働活動が充実しています。

◆「2年生 夏野菜植え、サツマイモのつるさし～5/20（水）」（写真左）

中央ファームの方6名とトマト農家の竹内さんを迎え、7種類の苗を植えました。

◆「4年生 環境チャレンジ～6/1（月）」（写真中）

保護者さんを含めて6名でサポートしました。海の生き物に触れるよい時間がもてました。

◆「1年生 紙すき体験講座～7/8（水）」（写真右）

牛乳パックからハガキを作る体験は、サポーターも初めての体験で、楽しい時間になりました。

（推進員：元場みはる 支援員：渡辺直子）

地域も保護者も一緒に子どもたちと関わろう

地域に貢献する中部中生ボランティア

◆「西部学区体育祭～5/16（土）」（写真左）

今年の体育祭は、来年度北部小学校と統合するため西部小学校としては最後の体育祭になり、中部
中生を含む参加者全員、特別な思いをもって臨みました。

◆「北部地区スポーツレクリエーション大会～5/30（土）」（写真中・右）

今年度は22名の中部中生ボランティアが大会をサポートし、盛り上げてくれました。また、会場である
北部小学校体育館では、今年度からエアコンが使用できるようになり、快適に過ごすことができました。

今年度、地区の夏祭りや子ども食堂など、中部中生が地域でボランティアとして活躍できる機会を増
やしていきたいと思います。 （推進員：野川貴子）

回 覧
【水竹町、清田町、神ノ郷町、
坂本町、蒲郡西、吉光区、
宮成区、蒲形、栄町】
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放課後子ども教室

北部小

西部小

各小学校で順調に始まりました

地域の皆様と心に残る思い出づくり

世代や立場を越えて

◆「１年生 給食お手伝い～4/21（火）」（写真左）

4月16日から約3週間、5名のボランティアさんが、1年生の手伝いに来てくれました。大学生も参加し
てくれ、配膳を見守ったり牛乳パックを洗ってくれたりしました。

◆「4年生 環境チャレンジ～６/15（月）」（写真中）

蒲北小から6名、西部小から2名の保護者の方がサポーターとして来てくださいました。

◆「習字ボランティア～6/17（水）」（写真右）

今年から３、4年生の習字の授業に、地域の方がお手伝いに来てくださることになりました。

（推進員：原田あい 支援員：尾﨑友美・都築志歩）

カードゲームをしよう（4/30）ポンポンカーリング（6/18） うどん作り（6/27）

◆「蒲西学区体育祭～5月」（写真左） 幅広い世代が交流し、笑顔あふれる楽しい体育祭となりました。
中部中学校の生徒がふれあい活動の一環として運営や競技に参加しました。改めて、西部地区の温かさ
や素晴らしさ、そして地域の団結力を実感する機会となりました。

◆「授業参観・学校見学～6月」（写真中） 地域の皆様に子どもたちの授業を参観して頂きました。「少
人数とは思えないほど声量があり上手」など褒めて頂き、その後は懐かしい校舎を見学しました。

◆「高齢者との交流～6月」（写真右） 4年生が小さな世界・川はだれのものの歌やダンス、手遊び心を
込めて元気いっぱい表現しました。高齢者の皆様と一緒に楽しみ、会場は始終笑顔に包まれました。

（推進員：山本なおみ 支援員：権田真由美）

西部小

中央小 北部小

【文責…生涯学習課 壁谷昌泰( 66-1167）】
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                        令和８年７月 

蒲郡市建設部道路建設課  

 

橋梁新設工事のお知らせ 
 

日頃より、蒲郡市建設事業にご協力をいただき誠にありがとうございます。この度、下記のとお

り、橋梁新設工事を行います。工事期間中は、皆様方にはご不便をおかけすることと思いますが、

ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

記 

 

１ 工 事 名  橋梁新設工事（Ｒ８‐１） 

１ 工事名   

２ 工事場所  蒲郡市五井町ほか地内（裏面参照） 

 

３ 工事期間  令和８年８月上旬 から 令和９年３月下旬 まで 

     ※詳細は、現地案内看板でお知らせします。 

 

４ 交通規制  車両規制はありません 

        ※工事車両の出入りがあるため徐行をお願いします。（裏面参照） 

 

５ 連絡事項  １）原則、午前９時から午後５時までの施工を予定しています。 

２）交通規制を実施する場合は、現地案内看板等でご案内いたします。 

３）規制内に御用の方は、お手数ですが、現場作業員等にひと声お掛け下さい。 

         

６ 連 絡 先  橋梁新設工事（Ｒ８‐１） 

発注者 蒲郡市建設部道路建設課   受注者 株式会社酒伊組 

担 当 小澤・井口         担 当 山本 

電 話 0533-66-1174              電 話 0533-69-1346 

回 覧 

【総代区】 

清田町、水竹町 



車両搬入・搬出箇所

車両搬入・搬出箇所
※車両の出入りがあるため徐行をお願いします

工事範囲

A4 S=1:5000
A1 S=1:2500

 位 置 図 

小澤 知保
楕円形

小澤 知保
楕円形



                                      回覧 
令和８年７月２４日  

水竹町の皆様へ 

水竹町自主防災会  

     会長 金田 貞之  

蒲郡市市民総ぐるみ防災訓練の実施について 

 日頃は水竹町内活動にご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

令和８年度蒲郡市市民総ぐるみ防災訓練を下記のとおり実施します。災害時の円滑な避

難所運営の一助とし、地域の防災意識の向上を目的とするため、町内の皆様のご参加をお

願い申し上げます。 

記 

１ 日時 

  令和８年９月６日（日） 午前９時３０分から午前１１時００分（予定） 

２ 場所 

  蒲郡市立中部中学校 体育館及び運動場 

３ 集合時間 

  中部中学校運動場 午前９時３０分 

４ 訓練内容 

（１）シェイクアウト訓練（自宅または午前９時の所在地）※放送が流れます 

（２）避難場所まで徒歩で避難（中部中学校運動場 午前９時３０分集合） 

（３）避難所体験（受付の実施、資機材取扱い訓練、ペット同行避難） 

 

※犬と猫を飼育されている方は、ぜひ一緒に避難訓練にご参加ください。 

・猫…必ず首輪と迷子札を付け、クレート等に入れてください。 

・犬…必ず首輪、リード及び迷子札を付け、クレート等に入れるか一緒に歩いて避難

してください。排泄物を片付ける袋等をお持ちください。 

（４）医療救護所の設置、運営 

（５）防災啓発ブース（災害伝言ダイヤルの体験、備蓄等啓発、地震体験車） 

 ※帰りに備蓄食料を配布します                

５ 留意事項 

（１）訓練は少雨決行としますが、気象状況により中止する場合は、 

  午前６時３０分に決定し、参加者には午前７時１５分に防災行政 

  無線で訓練中止の放送をします。 

（２）訓練会場へは、徒歩でお越しください。 

蒲郡市 危機管理課 電話：６６－１２０８ 

防災訓練に参加

するワン！ 
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